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方針１．汚染源を取り除く

方針２．汚染源に水を近づけない

方針３．汚染水を漏らさない

③地下水バイパスによる地下水汲み上げ

④建屋近傍の井戸での地下水汲み上げ

⑤凍土方式の陸側遮水壁の設置

⑥雨水の土壌浸透を抑える敷地舗装

⑦水ガラスによる地盤改良

⑧海側遮水壁の設置

⑨タンクの増設（溶接型へのリプレイス等）

（注３）配管などが入った地下トンネル。

①多核種除去設備等による汚染水浄化

②トレンチ(注３)内の汚染水除去

廃炉・汚染水対策の概要
「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

「汚染水対策」の３つの基本方針と主な作業項目

～汚染水対策は、下記の３つの基本方針に基づき進めています～
多核種除去設備（ALPS）等
• タンク内の汚染水から放射性物質を除去しリスクを低
減させます。

• 多核種除去設備に加え、東京電力による多核種除去設
備の増設（2014年９月から処理開始）、国の補助事
業としての高性能多核種除去設備の設置（2014年
10月から処理開始）により、汚染水（RO濃縮塩水）
の処理を2015年5月に完了しました。

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水
について、多核種除去設備での処理を進めています。 (高性能多核種除去設備)

フランジ型タンクから溶接型タンクへのリプレース

（注１）事故により溶け落ちた燃料。

２０１４年１２月２２日に４号機使用済燃料プールからの燃料取り出しが完了し、２０１９年４月１５日より３号機使用済燃料プールからの
燃料取り出しを進めています。作業にあたっては、周辺環境のダスト濃度を監視しながら安全第一で進めます。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

３号機使用済燃料プールからの燃料取り出し
に向けては、燃料取り出し訓練と併せて計画
していたガレキ撤去訓練を2019年3月15日
より開始し、4月15日より燃料取り出しを開
始しました。

原子炉建屋オペレーティングフロアの線量低減対策とし
て、2016年6月に除染作業、2016年12月に遮へい体
設置が完了しました。2017年1月より、燃料取り出し用
カバーの設置作業を開始し、2018年2月に全ドーム屋根
の設置が完了しました。

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

燃料デブリ
取り出し

原子炉施設の解体等

保管／搬出燃料取り出し
燃料取り出し
設備の設置

ガレキ撤去、
除染

保管／搬出
燃料デブリ
取り出し

解体等
設備の設計
・製作

シナリオ
・技術の検討

１、２号機 ３号機 ４号機

１号機：燃料取り出し開始 2023年度目処
２号機：燃料取り出し開始 2023年度目処
３号機：燃料取り出し開始 2018年度中頃※
４号機：燃料取り出し完了 2014年

原子炉格納容器内の状況把握／
燃料デブリ取り出し工法の検討等

（注２）

１～３号機

2019年度

初号機の燃料デブリ
取り出し方法の確定

（注２）

燃料取り出しの状況
（撮影日2019年4月15日）

使用済燃料プールからの燃料取り出しに向けて

2019年4月15日より燃料
取り出しを開始。

※

重層的な対策による汚染水発生の抑制

• 重層的な建屋への流入対策を講じ、建屋への雨水・地下水等流入を抑制します。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位は低位
で安定的に管理されています。また、建屋屋根の破損部の補修や構内のフェーシング
等により、降雨時の汚染水発生量の増加も抑制傾向となっています。

陸側遮水壁
内側

陸側遮水壁
外側

• フランジ型タンクから、より信頼性の高い溶接型タンク
へのリプレースを進めています。

• フランジ型タンク内のストロンチウム処理水を浄化処理
し、溶接型タンクへの移送を2018年11月に完了しまし
た。また、ALPS処理水については、2019年3月に溶接
型タンクへの移送が完了しました。 (溶接型タンク設置状況)

• これにより、汚染水発生量は、約470m3/日（2014
年度）から約170m3/日（2018年度）まで低減して
います。

• 引き続き、陸側遮水壁の確実な運用により１-４号機
建屋周辺の地下水位を低位に維持するとともに、建屋
屋根破損部の補修やフェーシング等の雨水流入対策を
継続し、汚染水発生量の更なる低減を図ります。

1

目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ＨＤ株式会社



安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月、約20℃～約30 ℃※１で推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく

※２
、総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

※１ 号機や温度計の位置により多少異なります。
※２ １～４号機原子炉建屋からの放出による被ばく線量への影響は、20１９年６月の評価では敷地境界で年間0.00025ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満です。

なお、自然放射線による被ばく線量は年間約2.1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ (日本平均)です。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）
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2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

＊2：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む

燃料取り出し用カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535*2
（2014/12/22燃料取り出し完了）

1号機

３号機新燃料(２８体)取り出し完了

注水

ドーム屋根

燃料取扱機
クレーン

FHM
ガーダ遮へい体

取り出し完了燃料（体）＊1

28/566
（2019/7/21時点）

２０２１年度から５／６号機サブドレン復旧へ

＊1：共用プールのラックに
貯蔵した燃料

１／２号機排気筒解体を
８月より開始

3号機燃料取り出し作業を7月4日より再開
し、7月中に計画していた新燃料21体の取り
出しを完了しました。これにより、7月21日
時点で全燃料566体のうち2８体の燃料取り出
しを完了しました。

作業にあたっては、周辺環境のダスト濃度に
有意な変動がないことを確認しています。

また、17日と21日に燃料取扱設備の作動流
体が流れるホース継手部から漏えいがあること
を確認しました。24日から開始している設備
点検に合わせて原因調査や対策、類似箇所の確
認等を行い、9月初旬から燃料取り出し作業及
びガレキ撤去作業を再開する計画です。

1/2号機排気筒解体作業開始に向けて、
クレーンの吊り上げ高さを確保する対策
を実施しました。これまでに、路盤整備
を7月10日に完了し、吊り上げ高さが十
分に確保できることを7月18日に確認し
ました。

また、周辺環境への影響を確認しなが
ら、2019年度内の排気筒解体完了に向
けて、8月１日より安全最優先で作業を
開始しました。

5/6号機建屋周辺の地下水位は、高い状況が継続しており、
建屋貫通部の経年劣化等により、地下水の流入が増加し、重
要設備を浸水させるリスクがあります。
この対策として、2021年度からの5/6号機のサブドレン
復旧に向けた検討を開始しました。汲
み上げたサブドレン水は、1～4号機
サブドレン浄化設備へ移送し、浄化処
理を行います。また、5/6号機の建屋
滞留水処理装置に余力ができることか
ら、今後の構内溜まり水等の処理への
活用を検討していきます。

5/6号機サブドレン復旧概要

１号機アクセスルート構築作業を７月中に再開へ

原子炉格納容器（以下、PCV）内部調査に向け、アクセスルート構築作業を進めていましたが、6月4
日にX-2ペネトレーション内扉の穿孔作業において、仮設モニタのダスト濃度が作業管理のために設定
した値より上昇※したことを確認しました。
これは、穿孔作業時の高圧水が格納容器内のグレーチ

ングに当たりダストが飛散した影響などによるものと推
定しています。今後の穿孔作業等に向けて、切削範囲を
変えながら影響の少ない範囲で施工を行い、穿孔作業に
伴うダスト濃度の傾向を把握していきます。
これらの作業を7月下旬を目途に再開し、ダスト飛散

の知見を拡充した上で、8月下旬以降に内扉の孔開けや
格納容器内干渉物の切断を順次、実施していく計画です。

200A孔

40°

切削範囲

0°

+90°-90°

180°

切削範囲イメージ
(紙面奥側がPCV内側)

X-2ペネ前断面図（PCV内）

6月4日のX-2ペネ内扉穿孔作業状況

AWJ：アブレシブウォータジェット

（水に研磨材を混入させて高圧噴射により切断加工を行う工法）

１号機ウェルプラグ調査を開始
使用済燃料プールからの燃料取り出しに向けて、事故時の

水素爆発の影響により正規の位置からズレが生じたと考えら
れるウェルプラグの扱いを検討するため、7月17日より調査
を開始しました。

今回の調査では、調査用と監視用のロボット２台を用い、
3D計測や空間線量率測定などを実施していきます。

１号機使用済燃料プール内調査を８月に実施へ

使用済燃料プール（以下、SFP）からの燃料取り出しに
向けて、SFP上にある崩落屋根を撤去する計画です。作業
時に小ガレキ等が落下し、燃料の健全性に影響を与えるリ
スクが考えられる
ことから、作業前
にSFPの養生を行
います。

この準備作業と
して、水中カメラ
を用い、プール内
の状況を確認する
調査を8月に実施
します。

SFP内調査イメージ

※：数時間で作業前の濃度レベルに低下したことを確認しています。

ウェルプラグ内部状況

ガレキ撤去前 ガレキ撤去後調査範囲（計画）

プラグ中段調査範囲（計画）
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3放射線レベル推移①（海水放射能濃度）

海水放射能濃度
降雨の影響により一時的な上昇が見られたが，低水準で安定している。

海水放射能濃度
降雨の影響により一時的な上昇が見られたが，低水準で安定している。

セシウム１３７濃度（2017/8/1 ～ 2019/7/31）
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4放射線レベル推移②（空間線量率，空気中放射性物質の濃度）

空間線量率
敷地周辺のモニタリングポスト指示値は0.5～2μSv/h程度で安定している。

空間線量率
敷地周辺のモニタリングポスト指示値は0.5～2μSv/h程度で安定している。

空気中放射性物質の濃度
大きな上昇はなく低濃度で安定している。

空気中放射性物質の濃度
大きな上昇はなく低濃度で安定している。

空間線量率（2017/8/1 ～ 2019/7/31)

敷地境界近傍ダストモニタ指示値（2017/8/1 ～ 2019/7/31）



１
号

２
号

３
号

４
号

主な取り組みの配置図
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敷地境界

MP-1

MP-2

MP-4

※モニタリングポスト（MP-1～MP-8）のデータ

敷地境界周辺の空間線量率を測定しているモニタリングポスト(MP)のデータ（10分値）は0.409μSv/h～ 1. 330 μSv/h（2019/6/26 ～ 2019/7/23 ）。

MP-2～MP-8については、空間線量率の変動をより正確に測定することを目的に、2012/2/10～4/18に、環境改善（森林の伐採、表土の除去、遮へい壁の設置）の工事を実施しました。
環境改善工事により、発電所敷地内と比較して、MP周辺の空間線量率だけが低くなっています。

MP-6については、さらなる森林伐採等を実施した結果、遮へい壁外側の空間線量率が大幅に低減したことから、2013/７/10～７/11にかけて遮へい壁を撤去しました。

MP-6

提供：日本スペースイメージング（株）2018.6.14撮影
Product(C)[2018] DigitalGlobe, Inc.

MP-3

MP-5

MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

１号機ウェルプラグ調査を開始

３号機新燃料(２８体)取り出し完了

１号機使用済燃料プール内調査を８月に実施へ

１／２号機排気筒解体を８月より開始へ

２０２１年度から５／６号機
サブドレン復旧へ

１号機アクセスルート構築作業を
７月に再開へ
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5【参考】主な取り組み 構内配置図


